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Ⅰ 学園全体 

 

1. キャンパスの整備・改修工事 

2011年度に行った主な改修工事等は以下の通りである。 

内容 金額 

世田谷キャンパス 外灯照明器具更新 2,206,050円 

大学 視聴覚整備 17,745,000円 

大学 1号館 学生トイレ改修 39,270,000円 

大学 1号館 円形ホール 1階改修 5,355,000円 

大学 1号館西階段および大学 2号館西棟教室塗装 8,925,000円 

大学 1・3号館 蛍光灯照明器具交換 20,600,000円 

大学 1号館他 屋上防水改修 5,061,000円 

大学 2号館 空調機交換 24,780,000円 

80年館 学生ホール拡張 58,485,000円 

80年館 学生ホール家具更新 5,076,750円 

大学 5号館 1階改修 23,475,900円 

初等部および中高部 1号館 玄関自動扉取り付け 2,362,500円 

初等部 特別教室等地上デジタルテレビ整備 4,011,000円 

初等部 廊下手洗い場改修 4,200,000円 

人見記念講堂 地下プレリュード改修 16,586,850円 

東明学林 屋上防水改修 21,920,700円 

東明学林 耐震補強 22,260,000円 

世田谷キャンパス 建物被害調査 5,040,000円 

研修学寮（東明学林、望秀学寮、会津キャンプ村）建物調査 2,478,000円 

世田谷キャンパス 建物震災被害緊急対応 2,520,000円 

非常放送設備更新 14,101,500円 

大学書棚等転倒防止 2,730,000円 

大学 1号館壁クラック補修および塗装 9,450,000円 

 

2. 業務改善プロジェクト 

2010年度の職員 SD活動「業務改善プロジェクト」の提案から、次の IT環境を改善した。 

業務改善内容 金額 

大学コンピュータ教室 オンデマンドプリントシステムを導入 10,878,000円 

大学コンピュータ教室 PCログイン認証システムを導入 3,200,000円 

学内ドメインを統合して ID統合ソリューションを導入 7,980,000円 

学内ネットワーク上の大容量保存領域を確保 2,992,500円 

 

3. SD活動の推進 

SD活動の一環として、50歳未満の全職員（51歳以上は希望者）が TOEIC® IPテストを受験した。 

テスト実施日：3月 22・26・28日（合計 4回） 

対象職員数 ：142人 
受験者数：139人 （受験率 98.6％） 

 

4. 省エネルギー活動 

設備の交換、運用の見直し、啓発活動により省エネルギー活動に取り組んだ。 
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A 設備交換 空調機・照明器具 

B 運用の見直し 廊下等共用施設の照明を間引き点灯 

C 啓発活動 消費電力の見える化（ウェブサイト上で公表）、節電シールで節電の協力要請 

 大学学友会エコロジー委員会の活動、校内放送による呼び掛け、広報ポスターの掲示

 省エネパトロールの実施（6月末から 7月上旬） 

その結果、2011年度の電気使用量は前年度比 17.9％削減した。 

 

5. 勤務管理システムの導入 

附属校教員と全職員の勤務状況をインターネット上で個人管理・部署決済できるウェブシステムを導入した。 

また、新システムの導入に合わせて服務規程等の関連諸規程を見直し、法令に完全準拠するよう改定した。 

 

6. 東日本大震災被災者支援 

本学園の会津キャンプ村を一時避難所として開放し、被災者を受け入れた。 

施設提供期間：2011年期間 3月～7月（延べ 113日間） 受け入れ人数：延べ 2,215人 

 

7. 優秀者の表彰と奨学金の贈呈 

人見記念奨学生（人物および成績が著しく優秀な者、全学園の範となる善行又は美事をなした者：大学院・

大学・短大・高等学校）、成績優秀奨学生（人物および成績が著しく優秀な者：大学院・大学・短大・高等学

校）、砂原育英基金奨学生（附属中高部から飛び入学または参加学生として昭和女子大学に入学した者）を創

立記念式典において表彰し、奨学金を贈呈した。 

2011年度の奨学生数は次の通りである。 

種別 部門 人数 

人見記念奨学生 

大学院 2人 

大学 32人 

短期大学部 1人 

高等学校 6人 

合計 41人 

成績優秀奨学生 

大学院 4人 

大学 149人 

短期大学部 5人 

高等学校 45人 

合計 203人 

砂原育英基金奨学生 
大学 1人 

合計 1人 

なお、大学院・大学・短期大学部の奨学生数 194人は、全学生数（5,459人）の約 3.6％、高等学校の奨学生

数 51人は、全生徒数（672人）の約 7.6％に相当する。 

 

8. 各種媒体による紹介 

2011年度に本学園関係者がマスコミで紹介された主な記事数は以下の通りである。 

氏名 媒体 

平尾光司 理事長 ラジオ 1・新聞 1・雑誌 3・冊子 2 

坂東眞理子 学長 テレビ 8・ラジオ 4・WEB 17・新聞 23・雑誌 31・冊子 27・書籍 2 
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田部井淳子 理事 テレビ 10・ラジオ 10・新聞 15・雑誌 25・WEB 8・書籍 5 

河村幹夫 監事 雑誌 1・冊子 1 

川平朝清 名誉理事 新聞 2 

小原奈津子 副学長 冊子 1 

英米文学専攻 平井法 教授 新聞 8・書籍 1・雑誌 3 

日本語日本文学科 槍田良枝 教授 展覧会 1 

日本語日本文学科 名須川ミサコ 非常勤講師 雑誌 3 

歴史文化学科 阿部美香 非常勤講師  新聞 2 

国際学科 下田啓 准教授 新聞 1 

心理学科 学生 冊子 1 

福祉社会学科 北本佳子 准教授 冊子 1 

福祉社会学科 吉田仁美 助教 テレビ 2・Web2・新聞 1・冊子 1 

福祉社会学科 学生 新聞 2 

初等教育学科 駒谷眞美 准教授 新聞 1 

環境デザイン学科 田村圭介 准教授 新聞 1 

健康デザイン学科 中津川研一 教授 テレビ 1 

健康デザイン学科 学生 新聞 1 

管理栄養学科 原正美 准教授 雑誌 1 

管理栄養学科 学生 新聞 1 

文化創造学科 中西裕 教授 （図書館副館長） 書籍 1 

福沢恵子 客員教授 新聞 1 

大学 全体 テレビ 1・新聞 4・雑誌 1 

近代文化研究所 佐藤美恵子 主任 書籍 1・雑誌 3・冊子 5 

国際文化研究所 平井聖 特任教授 新聞 4 

女性文化研究所 冊子 1 

総合教育センター 小池俊夫 教授 雑誌 12・冊子 4 

中高部 生徒 新聞 2 

初等部 児童 テレビ 1 

“輝く私”昭和女子大学ステーション テレビ 1・新聞 1 

特定非営利活動法人NPO昭和 テレビ 1 

再就職支援講座 元気にママチャレ！ ラジオ 1・新聞 1 

光葉同窓会  横井千香子副会長 雑誌 1 

生活科学科 水野文子さん（平成 18年度卒業生） 雑誌 1 
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Ⅱ 大学院・大学・短期大学部 

 

1. 短期大学部認定専攻科を受審 

短期大学部専攻科英語英文学専攻について、大学評価・学位授与機構による「認定専攻科における教育の実

施状況等の審査」を受審し、「適」の認定結果を得た。 

 

2. 基礎教育研究センターを設置 

学生の基礎学力定着を目的に、基礎学力研究センターを設置した。担当教員に加え、大学院生や教職を希望

する学部生が支援を担当し、学生がお互いに学び合える場となっている。 

 

3. 東日本大震災被災者支援 

A 学生のボランティア活動 

多くの学生が、自発的に被災地支援のボランティア活動に参加した。本学コミュニティ・サービス・ラーニ

ングセンターを通じたボランティア活動の内容と参加学生数は次の通りである。 

項目 内容 参加学生数 

現地での支援 

瓦礫撤去作業 26人 

民家床下泥のかき出し作業 17人 

配膳・炊き出し 18人 

仮設住宅・集会所でのコミュニティ形成支援 21人 

支援物資の仕分け 3人 

地場産業の復興支援 2人 

現地以外での支援 

募金活動 42人 

復興支援イベントへの参加 50人 

被災地生産物即売会 28人 

古文書等被災地文化財の修復 4人 

支援団体の事務局 1人 

 

B 学納金等の返還 

被災指定地域の受験生、被災地域出身で本人や実家が被害を受けた在学生に対して、検定料・入学金・入寮

費・学納金・寮費返還の特別措置をとった。また、一時的に居住や通学が困難となった在学生を学生寮で受

け入れた。 

対象在学生・受験生数：69人 返還総金額：32,615,600円 

 

C 義援金募金・給付 

ボランティア委員会学生が教職員・学生に義援金募金を呼びかけ、被災した学生と 2010年度卒業生にお見舞

い金を給付した。また、義援金の一部は、福島県耶麻郡猪苗代町東日本大震災災害義援金に寄付した。 

給付者総数：105人 義援金総額：4,304,405円 

 

4. 自己点検・評価活動 

本学では、全評価項目のうち毎年の重点項目を定めて全学的な評価を実施している。 

2011年度は、副学長、図書館、学園本部事務センターが担当する「教育研究等環境」と、学長室が担当する

「社会連携」に関する評価を自己点検・評価実施委員会で行った。また、認証評価結果の助言・指摘に関し

ても、自己点検・評価を実施した。 
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■自己点検・評価活動 

第 1回 自己点検・評価実施委員会 

4月 28日（木） 

認証評価結果［助言・指摘］に対する対応の確認 

2011年度自己点検・評価実施計画［重点項目］の承認 

第 2回 自己点検・評価実施委員会 

6月 23日（木） 

2010年度自己点検［重点項目：学生の受け入れ］・評価結果の承認 

2011年度重点項目到達目標の承認 

 

5. FD活動 

A 授業改善アンケート 

■大学・短期大学部 

① アンケートの実施 

授業方法の改善を目的として、受講者数 10名以上の全授業科目を対象にアンケートを実施した。（前

期 7月・後期 2月） 

② 改善報告書の作成と公開 

授業単位：常勤・非常勤教員の改善報告書を学内ウェブサイトに掲載した。（教員名を除く） 

学科単位：各学科の教務部委員が報告書を作成し大学ホームページに掲載した。 

また、アンケート結果から読み取れる質問項目間の相関関係について経年比較・分析を行った。 

■大学院 

カリキュラムから研究環境までを評価するアンケートを、専攻ごとに実施した。（前期 7月・後期 2

月） 結果を各研究科教授会で報告し、専攻ごとに改善報告書を作成して学内ウェブサイトに掲載し

た。 

 

B 授業公開 

授業のピアレビューにより新たな知見を得るため、合計 301科目の授業を公開した。 

 

C FD講演会 

総合的な教育力の向上をめざして FD講演会を開催した。 

第 1回 

6月 1日（水）15:30～16:45 

参加者数：約 70人 

テーマ：『学習させる大学』 

講師：独立行政法人国立大学財務・経営センター教授・研究部長  金子元久氏 

第 2回 

1月 18日（水）15:30～16:30 

参加者数：約 45人 

①心理学科 田中奈緒子准教授 『クリッカーを利用した授業の紹介』 

②現代教養学科 常喜 豊教授『授業改善アンケートの分析方法の紹介』 

 

D FDサロン 

より円滑な授業運営のために、教員間で気軽に意見交換しながら課題への対応を考える場として FD サロン

を開催した。 

開催日 主なテーマ 

7月 20日（水） 

①「学生参加型の授業について」テーブル①～③ 

②「授業外での自主的な学習のさせ方」テーブル④ 

参加者数：約 40人 

10月 12日（水） 

前期授業を行った感想及び今後の課題等 

方法：2グループに分かれて意見交換 

参加者：新任教員 11人、FD推進委員 8人 
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E 新任教員研修 

4月 1日以降採用の常勤・準常勤教員を対象に「本学の建学の精神・理念を踏まえ、本学ならではの教育の

特色および制度についての理解を深める」ことを目的として新任教員研修を実施した。 

開催日 主なテーマ 

4月 5日（火） 

①教学全体にかかわる取り組みについて 

②学生の進路・キャリア支援体制について 

③本学の入試・学生募集等について 

④学生指導・クラス運営について 

⑤研究支援体制、ならびに本学のFD活動について 

参加者：新任教員 15人、各部長 4人、新旧FD推進委員 8人 

 

F IT講習会 

新任教員研修の一環として、常勤教員を対象に授業運営に不可欠な IT操作（本学独自システム）について基

本的な内容および操作方法の講習を実施した。 

 

6. 現代GP等プログラムの実施 

A 大学教育・学生支援推進事業 

2011年度に実施した文科省「大学教育・学生支援推進事業」選定取組は以下の通りである。（2件） 

選定年度 プログラム名 取組名称 期間 

2009年度 

（継続） 

テーマA 

大学教育推進プログラム 
『デザインする力』育成プログラムの体系化 3年間 

2009年度 

（継続） 

テーマB 

学生支援推進プログラム 

緊急課題への対応：実社会連携型 

キャリアビジョン育成プログラム 
3年間 

 

B 大学生の就業力育成支援事業 

2011年度に実施した文科省「大学生の就業力育成支援事業」は以下の通りである。（1件） 

受託年度 取組名称 

2010年度 

（継続） 
夢を実現するキャリアデザイン力の育成 

 

7. 社会人メンター制度 

将来の生き方・働き方を意識させるため、学生がロールモデルとなる社会人女性と個別面談する社会人メン

ター制度を開始した。 

A 社会人女性メンター＝広く一般から公募し、400人以上の応募を得た。書類審査と面接を経て、292人

をメンターとして登録した。 

B 検索システム＝職業や経歴からメンターを検索するシステムをインターネット上に構築した。 

C メンターカフェ＝メンター制度の活用法を周知するため、複数のメンターと学生とが交流するメンター

カフェを開催した。 

2011年度は、延べ 127人の学生がメンターの面談・指導を受けた。1・2年生には就業意識を高めさせ、3・

4年生には将来を見据えた就職活動に取り組む意欲を向上させた。 

 

8. キャリアデザイン・ポリシーの制定 

アドミッション、カリキュラム、ディプロマの 3ポリシーに加え、本学独自のキャリアデザイン・ポリシー

を定めてキャリア科目を体系化した。 

また、キャリア科目と各学科の専門科目とを体系化させ、学生が目指す職業に向けた履修モデルをインター

ネット上に公開した。各学科でキャリア教育を充実させ、学生のキャリア意識を高めることができた。 
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9. 社会人女性の再就職・起業支援講座 

社会人女性を対象とする再就職・起業支援講座を開講した。文科省委託事業「社会人の学び直しニーズ対応

教育推進プログラム」の実績を生かし、本学独自の取組として発展させたものである。 

実施期間 9月 13日～12月 7日（約 15週間） 

受講者数 / 修了者 
再就職コース 9人 / 8人 

プチ起業コース 12人 / 10人 

 

10. 地域貢献・連携活動 

A 子育て支援フェスタ 

世田谷区後援・NPO昭和等との共催で、子育て支援フェスティバル「三茶子育てファミリーフェスタ in 昭

和女子大学」を本学キャンパスで開催した。 

イベント名 三茶子育てファミリーフェスタ in昭和女子大学 

内容 学生と地域との協働による子ども子育て支援情報の提供 

開催日時 2011年 10月 8日 13:00～16:00 

主催者等 
主催：昭和女子大学／共催：特定非営利活動法人NPO昭和 

後援：世田谷区／協力：太子堂 1丁目町内会 

参加団体数 
子育て支援団体：42団体／協賛企業：8社 

ボランティア学生数：268人 

来場者数 792人 

 

B エフエム放送による地域情報の提供 

学生が企画・制作・放送する地域情報番組をエフエム世田谷の協力を得て運営した。 

番組名 内容 放送時間 

What’s Up Setagaya!  英語による情報番組 毎週日曜日 18:05～18:20 

知りたGirl 子育て支援施設やイベントの紹介 毎週水曜日 12:45～13:00 

 

11. 科学研究費助成事業採択状況 

2011年度に科学研究費助成事業に採択された研究は以下の通りである。（新規 18・継続 21 合計 39件） 

種別 研究内容 研究代表者 

1［新規］ 

基盤研究（B）（一般） 
健康危機管理のための突発的生起事象を検出する統計モデル 丹後俊郎 客員教授 

2［新規］ 

基盤研究（B）（海外） 
南海の古代国家「林邑」に関する考古学的研究 山形眞理子 客員研究員 

3［継続］ 

基盤研究（B）（一般） 

日本人英語学習者の話し言葉・書き言葉コーパスの整備と 

それに基づく語用論的対照分析 
池上嘉彦 特任教授 

4［継続］ 

基盤研究（B）（一般） 

学校・家庭・地域連携型道徳教育推進プログラムの開発に関する 

総合的研究 
押谷由夫 教授 

5［新規］ 

基盤研究（C）（一般） 
紅麹の機能性評価と食品への有効活用 高橋真美 助教 

6［新規］ 

基盤研究（C）（一般） 

味覚受容体発現を指標とした生活習慣病患者の味覚と食事摂取が 

味覚に及ぼす影響の解析 
高尾哲也 教授 
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種別 研究内容 研究代表者 

7［新規］ 

基盤研究（C）（一般） 

下地調整技法からみた文化財学的漆工品の研究 

―中世の舶載及び国産漆器を中心にして― 
武田昭子 教授 

8［新規］ 

基盤研究（C）（一般） 
繊維遺物鑑別のための画像解析データベースの構築 伊藤美香 助教 

9［新規］ 

基盤研究（C）（一般） 
ノモンハン事件をめぐる中ソ、中モ関係についての研究 

ボルジギン呼斯勒 

非常勤講師 

10［新規］ 

基盤研究（C）（一般） 

様態性の尺度に視点を置く英語副詞配列の分析と 

その言語習得論的検証 
鈴木博雄 教授 

11［新規］ 

基盤研究（C）（一般） 

関東・中部地方における縄文時代中期大規模環状集落崩壊過程を 

めぐる研究 
山本暉久 教授 

12［新規］ 

基盤研究（C）（一般） 

体制転換からＥＵ統合へ至る移行期の東欧における 

メディア環境の変容 
清水 真 准教授 

13［新規］ 

基盤研究（C）（一般） 

日本のソーシャルワークにおけるコンサルテーションモデルの 

構築 
北本佳子 准教授 

14［新規］ 

基盤研究（C）（一般） 

保護者にとっての子どもの入園の意味  

―「親としての発達」の視点から 
藤崎春代 教授 

15［新規］ 

基盤研究（C）（一般） 

最新メディア教育を活用した幼小連携スタートプログラムの開発

研究 
駒谷真美 准教授 

16［継続］ 

基盤研究（C）（一般） 
ベトナム北部農村集落における伝統衣服の研究 谷井淑子 教授 

17［継続］ 

基盤研究（C）（一般） 

昭和時代の食物に関する記述データの保存と食文化史的解析 

－新聞・雑誌・書籍－ 
大橋きょう子 教授 

18［継続］ 

基盤研究（C）（一般） 

EBNに基づくメタボリックシンドローム改善のための 

新栄養教育法の効果の評価 
渡辺満利子 教授 

19［継続］ 

基盤研究（C）（一般） 

複雑化する社会的ニーズに対応する保育・養護サービスモデルの 

構築 ―生活時間研究から 
月田みづえ 教授 

20［継続］ 

基盤研究（C）（一般） 
随意的な反応抑制が直後の反応遂行に与える影響 山中健太郎 准教授 

21［継続］ 

基盤研究（C）（一般） 

EBNに基づくロコモティブシンドローム改善の 

ライフスタイル行動変容教育効果の評価 
大木和子 教授 

22［継続］ 

基盤研究（C）（一般） 

廃羊毛の化学的処理による再資源化 

－銅担持による消臭性能の付与 
小原奈津子 教授 

23［継続］ 

基盤研究（C）（一般） 

衣服の動作適応の筋電図評価 

―ユニバーサルデザインの視点から― 
石垣理子 准教授 

24［継続］ 

基盤研究（C）（一般） 
嚥下流動分布の解析と誤嚥防止のための食品の力学特性の解明 森髙初惠 教授 

25［継続］ 

基盤研究（C）（一般） 

トルコ諸都市におけるセンター領域の空間形態と 

特性に関する研究 
鶴田佳子 准教授 

26［継続］ 

基盤研究（C）（一般） 

人形浄瑠璃の操り方の変遷に関する研究  

―江戸系鉄砲ざしの検証と再現― 
大谷津早苗 教授 

27［継続］ 

基盤研究（C）（一般） 

英語話者の物語コーパス作成とレキシカルフレーズ中心の 

リスニング教材の提供 
金子朝子 教授 

28［継続］ 

基盤研究（C）（一般） 
ベトナム・ホイアンの伝統的町並みに対する観光地化の影響 内海佐和子 客員研究員 

29［新規］ 

挑戦的萌芽研究 

カンボジアの貧困農家への農業生産改善支援策と 

健康改善支援策の統合による効果の評価 
米倉雪子 准教授 



20 
 

種別 研究内容 研究代表者 

30［継続］ 

挑戦的萌芽研究 
自閉性障害の超早期発見法の開発 中村徳子 専任講師 

31［新規］ 

若手研究（B） 

中世東国宗教と文芸伝承の綜合的研究  

―唱導、縁起、物語を視座として 
阿部美香 非常勤講師 

32［新規］ 

若手研究（B） 
まちづくりにおける持続可能なイベントについての研究 内田敦子 助教 

33［継続］ 

若手研究（B） 
ベトナム考古学データベースの構築 阿部百里子 客員研究員 

34［継続］ 

若手研究（B） 

介護専門職におけるパラリーガルとしての方略と 

スキルに関する研究 
梶原洋生 准教授 

35［継続］ 

若手研究（B） 

将来予測における自己知識の役割と時間的距離による 

自己知識適用の調整効果 
藤島喜嗣 准教授 

36［継続］ 

若手研究（B） 
認知言語学の〈事態把握〉の実証研究と第二言語習得への影響 

ソミンジョン 

非常勤講師 

37［継続］ 

若手研究（B） 

視線誘導が自閉症スペクトラム児の表情認知に及ぼす効果の 

実験心理学的検討 
木村あやの 助教 

38［新規］ 

学術図書 
モンゴル語近代語彙登場の母体―『蒙話報』誌研究 呼和巴特爾 教授 

39［新規］ 

学術図書 
近代日本の民間の調理教育とジェンダー 今井美樹 専任講師 

 

12. 委託研究・研究助成等 

2011年度に企業等から委託・助成を受けた研究は以下の通りである。（15件） 

種別 企業等 研究代表者 

1 委託研究 特定非営利活動法人アルコイリス 福島正子 教授 

2 委託研究 タマ生化学株式会社 渡辺睦行 専任講師 

3 委託研究 エーザイフード・ケミカル株式会社 渡辺睦行 専任講師 

4 共同研究 カゴメ株式会社 飯野久和 教授 

5 共同研究 森永乳業株式会社 志賀清悟 教授 

6 共同研究 株式会社伊藤園 森髙初惠 教授 

7 共同研究 日本放送協会 平井 聖 特任教授 

8 研究助成 財団法人ソルト・サイエンス研究財団 池田尚子 専任講師 

9 研究助成 社団法人日本ツーバイフォー建築協会 山口 温 助教 

10 奨学寄附金 砂原幸子 吉田仁美 助教 

11 奨学寄附金 もったいないバイオマス株式会社 渡辺睦行 専任講師 

12 その他 世田谷区世田谷保健所 石井幸江 准教授 

13 その他 独立行政法人国際協力機構 国際文化研究所 

14 その他 財団法人日本科学協会 中山榮子 教授 

15 その他 国土交通省、三井ホーム株式会社 木村信之 教授 
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13. 図書館 

2011年度の蔵書数と図書貸出数は以下の通りである。 

A 蔵書数 

種別 冊数等 内訳 

図 書 486,005冊 
和書 416,439冊（うち近代文庫 68,055） 

洋書  69,566冊（うち近代文庫 60） 

雑 誌 14,821タイトル 
和雑誌 13,738タイトル（うち近代文庫 4,331） 

洋雑誌  1,083タイトル（うち近代文庫 3） 

新 聞 134タイトル 
和新聞  29タイトル 洋新聞 9タイトル 

近代文庫 96タイトル 

視聴覚資料 21,204タイトル 

電子ジャーナル 17,982タイトル （アクセスできるタイトル数） 

 

B 利用状況 

 開館日  256日   

 入館者数 
  183,204人 

 （1日平均入館者数  715.6人） 

貸出冊数 

合計 51,579冊 

大学院生 4,964冊 

在学年次生 34,623冊 

卒業年次生 11,992冊 

（学生 1人あたり貸出数 9.4冊） 

 

14. 海外研修プログラム 

A 昭和ボストン研修プログラム（全 5プログラム） 

［対象］人間文化学部英語コミュニケーション学科・国際学科・短期大学部文化創造学科 

プログラム名 研修期間 参加人数 

英語コミュニケーション学科（必修・約 5か月間） 

プログラム名＝University 
9月 13日→2012年 2月 10日 122人 

英語コミュニケーション学科（希望制・約 10か月間） 

プログラム名＝Four Seasons Program 
4月 4日→2012年 2月 12日 47人 

英語コミュニケーション学科（選抜制・約 17か月間） 

プログラム名＝Boston Long-term Intensive Program 
9月 13日→2013年 2月中旬 28人 

国際学科（選択希望制・約 4か月間） 

プログラム名＝DIS Boston Immersion Program 
4月 4日→7月 29日 35人 

文化創造学科（希望制・約 4か月間） 

プログラム名＝Junior College Program 
8月 31日→12月 20日 15人 

合計 247人 
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［対象］全学科（全 8テーマ） 

プログラム名 研修テーマ 参加人数 

ボストン・サマーセッション 

 

研修期間：8月 15日→9月 13日 

アメリカ文化 16人 

ボランティア － 

アメリカ食文化 6人 

ミュージアム 11人 

教育（アメリカ教育コース） － 

教育（初等教育コース） － 

心理学 9人 

ビジネス英語 4人 

合計 46人 

 

［対象］英語コミュニケーション学科以外の学部学科 

プログラム名 研修期間 参加人数 

春期 15週間ボストンプログラム 4月 4日→7月 29日 14人 

 

［対象］日本語教育・栄養士・教職関係（全 3テーマ） 

プログラム名 研修期間 参加人数 

日本語教育実習 2月 16日→3月 2日 5人 

アメリカ栄養士研修 2月 16日→3月 2日 26人 

春季アメリカ教育研修 3月 10日→3月 26日 25人 

合計 56人 

 

B 海外宿泊研修 

プログラム名 期間 参加人数 担当学科・専攻 

1 ベトナム考古学調査 

8月 3日→8月 15日 11人 歴史文化学科 

8月 3日→9月 3日 2人 大学院生活文化研究専攻 

2 ソウル女子大学語学集中講座 8月 4日→8月 25日 18人 国際協力室 

3 海外デザイン演習・建築 8月 26日→9月 9日 30人 環境デザイン学科 

4 日本語教育実習（韓国） 8月 28日→9月 10日 3人 日本語日本文学科 

5 アジア教育研修（タイ・カンボジア） 8月 29日→9月 4日 5人 初等教育学科 

6 北欧研修旅行 8月 30日→9月 8日 14人 福祉社会学科 

7 UCC交換留学ショートステイ 9月 1日→9月 10日 3人 福祉社会学科 

8 海外デザイン演習・プロダクト服飾 9月 7日→9月 17日 32人 環境デザイン学科 
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プログラム名 期間 参加人数 担当学科・専攻 

9 日本語教育実習（ベトナム） 9月 14日→9月 28日 4人 日本語日本文学科 

10 春季ヨーロッパ研修 2月 20日→3月 3日 24人 国際協力室 

11 イタリア食文化研修 2月 20日→3月 3日 17人 国際協力室 

12 西江大学（韓国）交流プログラム 3月 19日→3月 28日 2人 
大学院言語教育・ 

コミュニケーション専攻 

 

C 海外協定校との交換留学 

協定校 派遣学生数（うち国際学科） 受入学生数 

上海交通大学 35人（35人） － 

ソウル女子大学 11人（10人） 6人 

UCC大学 1人 1人 

 

15. 進路・就職支援 

A 就職支援プログラム 

2011年度に実施した学部・短大生向け就職支援プログラムは以下の通りである。 

■就職ガイダンス関連（全 17回） 

［2012年 3月卒業生対象］（全 3回） 

開催日 内容 

7月 26日 就職活動フォローアップ講座 

8月 26日 就職活動フォローアップ講座 

12月 15日 フォローアップセミナー 

 

［2013年 3月卒業生対象］（全 14回） 

開催日 内容 

5月 11日 第 1回就職ガイダンス 

10月 5日 第 2回就職ガイダンス（学部生対象・短大生対象 同日 2回開催） 

11月 22日 キャリア支援センターツアー［1］［2］（同日 2回開催） 

11月 30日 キャリア支援センターツアー［3］［4］（同日 2回開催） 

12月 14日 キャリア支援センターツアー［5］ 

12月 20日 キャリア支援センターツアー［6］ 

1月 10日 キャリア支援センターツアー［7］ 

1月 19日 キャリア支援センターツアー［8］ 

1月 26日 キャリア支援センターツアー［9］ 

1月 30日 キャリア支援センターツアー［10］ 

2月 8日 キャリア支援センターツアー［11］ 
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■業界研究講座・セミナー（全 18回） 

開催日 業界・企業名 

10月 11日 出版：講談社 

10月 25日 ブライダル：高見 

10月 27日 マスコミ：朝日新聞社 

11月 8日 外資エアライン：アビオン（専門学校による説明） 

11月 22日 精密機器メーカー：ディスコ 

11月 24日 IT：ハイマックス 

12月 1日 マスコミ：TBSテレビ 

12月 13日 業界の見方・良い会社とは（東京経済HRオンライン） 

12月 19日 総合商社：丸紅 

12月 21日 航空：全日本空輸 

1月 11日 食品：カゴメ 

1月 12日 住宅：積水ハウス 

1月 16日 金融：三井住友海上 

1月 18日 給食委託：グリーンハウス 

1月 19日 外資エアライン：マカオ航空 

1月 23日 金融：全国信用金庫協会 

1月 24日 金融：三菱東京UFJ銀行 

1月 27日 広告：電通 

 

■内定者報告会・座談会（全 9回） 

開催日 内容 

11月 9日 第 1回内定者報告会 

12月 13日 内定者との座談会：全日本空輸 

12月 14日 内定者との座談会：兼松 

12月 15日 内定者との座談会：ドトールコーヒー 

12月 16日 内定者との座談会：第一生命保険 

12月 16日 第 2回内定者報告会 

12月 19日 内定者との座談会：住友電気工業 

12月 20日 内定者との座談会：目黒雅叙園 

12月 21日 内定者との座談会：東京エレクトロン 

 

■学内合同企業説明会（全 11回） 

開催日 内容 

5月 26日 第 3回学内合同企業説明会［2012年 3月卒業生対象］ 

6月 2日 第 4回学内合同企業説明会［2012年 3月卒業生対象］ 
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6月 23日 第 5回学内合同企業説明会［2012年 3月卒業生対象］ 

7月 19日 第 6回学内合同企業説明会［2012年 3月卒業生対象］ 

10月 20日 就活キャンパス in 昭和女子大学 

11月 7日 第 7回学内合同企業説明会［2012年 3月卒業生対象］ 

12月 6～8日 第 1回学内合同企業説明会［2013年 3月卒業生対象］ 

12月 16日 第 8回学内合同企業説明会［2012年 3月卒業生対象］ 

1月 24日 第 9回学内合同企業説明会［2012年 3月卒業生対象］ 

2月 14～17日 第 2回学内合同企業説明会［2013年 3月卒業生対象］ 

2月 24日 第 10回学内合同企業説明会［2012年 3月卒業生対象］ 

 

■就職活動基本講座（全 44回） 

開催日 内容 

5月 31日 就職対策特別講座 １ 就職戦線－企業動向最新情報と「傾向と対策」 

6月 9日 就職対策特別講座 ２ 失敗しない業界研究と企業研究のやり方 

6月 14日 就職対策特別講座 ３ 就職とは？－「企業の見方と考え方」 

6月 30日 就職対策特別講座 ４ 企業が求める人材ー「欲しい学生」 

7月 5日 就職対策特別講座 ５ 企業ウケする“等身大”のアピールとは？ 

7月 14日 就職対策特別講座 ６ 業界と企業の最新動向を知るコツ［1］ 

7月 19日 就職対策特別講座 ７ 業界と企業の最新動向を知るコツ［2］ 

7月 28日 就職対策特別講座 ８ 志望動機対策、エントリーシート対策 

10月 12・14日 自己分析を行ってみる 

10月 19・21日 履歴書の書き方 

10月 26・28日 エントリーシートの書き方 

11月 2・4日 リクルートビジュアル 

11月 16・18日 就職活動に必要なマナー 

11月 25・30日 印象力アップ・自己プレゼンテーションの方法 

12月 2・15日 面接対策［知識編］ 

12月 10・17日 面接対策［実践編］ 

12月 10・17日 グループディスカッション対策 

12月 20日 就職活動に役立つインターネット活用術 

1月 20・25日 エントリーシートを再考する 

2月 6～10日 

2月 14～17日 
採用担当者による模擬面接会 

2月 28・29日 模擬グループ面接 

3月 1・7日 中小企業の探し方 

3月 5・6日 模擬グループディスカッション 
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■公務員関連（全 3回） 

開催日 内容 

4月 26日 公務員試験セミナー 

11月 17日 公務員試験セミナー 

1月 16日 東京国税局 国税専門官説明会 

 

■教員採用説明会（全 11回） 

日時 対象地域 

4月 7日 東京都 

4月 13日 川崎市 

4月 27日 さいたま市 

11月 21日 神奈川県 

11月 22日 埼玉県 

11月 28日 さいたま市 

12月 1日 川崎市 

12月 13日 相模原市 

12月 14日 横浜市 

12月 21日 千葉県 

1月 25日 東京都 

 

■その他 SPI・模擬試験等（全 10回） 

日時 内容 

5月 14日 教員採用模擬試験（幼・小・中・高） 

7月 9日 保育士就職模擬試験 

7月 26～29日 SPI試験対策講座 

9月 27日 SPI・一般常識模擬試験 

2月 21～23日 直前 SPI基礎復習 

 

B インターンシップ 

2011年度は 120の企業・団体で 241人の学生がインターンシップを体験した。  

主な企業・事業所名は以下の通りである。 

区分 企業名 事業所数 派遣人数 

公的機関・団体 
農林水産省 ・厚生労働省・世田谷区役所 ・JETRO（日本貿易

振興機構）・国会議員事務所 ほか 
26 47人 

マスコミ・出版関係 RKB毎日放送報道局・毎日新聞・読売新聞 ・三省堂 ほか 22 27人 

ホテル・航空・旅行 

富士屋ホテル・ホテルニューオータニ・マンダリンオリエンタル

ホテル東京・京王プラザホテル・スカイビルサービス・アサヒト

ラベルインターナショナル ほか 

12 24人 

建設・住宅・ビル管理 
戸田建設・鹿島建設・大成建設・清水建設・三菱電機ビルテクノ

サービス ほか 
13 30人 

情報・電機・電子機器 リコー・日本エマソン・日本ビジネスコンピューター ほか 9 11人 



27 
 

区分 企業名 事業所数 派遣人数 

金融・流通・サービス 
りそな銀行・いちよし証券・オンワード樫山・三松・神奈川トヨ

タ自動車・ニッコクトラスト・レオックジャパン ほか 
28 82人 

その他 10 20人 

合計 120 241人 

 

C 進路状況 

2011年度（2012年 3月）卒業生の進路は以下の通りである。（2012年 5月 1日現在） 

■卒業者数と就職状況 

■主な就職先 

学部学科 主な就職先企業名 

人間文化学部 

日本語日本文学科 

常陽銀行、城北信用金庫、郵便局、清水建設、東日本ハウス、加藤製作所、自重堂、フードリンク、日立製作所労働組

合、栃木銀行、西武信用金庫、東彩ガス、ポイント、兼松コミュニケーションズ、日本生命保険、エス・イー・シーエレベー

ター、三越伊勢丹、そごう・西武、東急ハンズ、星野リゾート、東日本旅客鉄道、パナソニックホームエンジニアリング、花

王カスタマーマーケティング、サンエー・インターナショナル、昭和大学、教員（神奈川県川崎市、千葉県、東京都、栃木

県）ほか 

人間文化学部 

英語コミュニケーション 

学科 

三菱東京 UFJ 銀行、みずほフィナンシャルグループ、ゆうちょ銀行、常陽銀行、明治安田生命保険、ジェーシービー、

三菱電機、日揮、自重堂、蝶理、三菱電機ビルテクノサービス、新潟総合テレビ、イオン銀行、東日本銀行、きらやか銀

行、スターゼン、TASAKI、イーグルリテイリング、トゥモローランド、近畿日本ツーリスト、南海エクスプレス、トランス・コス

モス、三井住友海上火災保険、SMBC フレンド証券、いちよし証券、日本生命保険、明治安田生命保険、三井生命保

険、東急リバブル、全日本空輸、横浜グランドインターコンチネンタルホテル、プリンスホテル、目黒雅叙園、タリーズコー

ヒージャパン、羽田旅客サービス、三越伊勢丹、JTB 首都圏、エイチ・アイ・エス、ディーゼルジャパン、ユナイテッドアロ

ーズ、サマンサタバサジャパンリミテッド、ワコール、エフ・ディ・シィ・フレンズ（４℃）、ソフトバンクグループ 

人間文化学部 

歴史文化学科 

三井住友銀行、はごろもフーズ、加藤製作所、自重堂、北越工業、伊藤忠食糧、田島ルーフィング、ジューテックホール

ディングス、東京都福祉保健財団、しののめ信用金庫、日本年金機構、ユザワヤ商事、イーグルリテイリング、アドヴァン、

三越伊勢丹、そごう・西武、パナソニックホームエンジニアリング、JTB 首都圏、埼玉県 

学部 学科

A

卒業者

B

大学院
進学者

C

就職
希望者

D

就職者

希望者の
就職率

（D/C)

その他
進学

その他

卒業者の
就職率（参考）

D/(A-B)

日本語日本文 125 0 108 90 83.3% 3 32 72.0%

英語コミュニケーション 202 3 182 170 93.4% 8 21 85.4%

歴史文化 106 7 86 79 91.9% 6 14 79.8%

計 433 10 376 339 90.2% 17 67 80.1%

心理 79 9 51 43 84.3% 7 20 61.4%

福祉環境 91 5 80 79 98.8% 1 6 91.9%

現代教養 121 2 113 104 92.0% 2 13 87.4%

初等教育 108 0 105 103 98.1% 1 4 95.4%

計 399 16 349 329 94.3% 11 43 85.9%

生活環境 181 7 160 140 87.5% 6 28 80.5%

生活科［食物健康学専攻］ 46 2 41 40 97.6% 1 3 90.9%

生活科［管理栄養士専攻］ 85 2 81 76 93.8% 0 7 91.6%

健康デザイン 6 1 5 5 100.0% 0 0 100.0%

計 318 12 287 261 90.9% 7 38 85.3%

1,150 38 1,012 929 91.8% 35 148 83.5%

学部 学科
A

卒業者

B

編入・専攻科
進学者

C

就職
希望者

D

就職者

希望者の
就職率

（D/C)

その他
進学

その他

卒業者の
就職率（参考）

D/(A-B)

短期大 文化創造 117 47 39 20 51.3% 10 40 28.6%

人間文化

人間社会

生活科

大学計
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学部学科 主な就職先企業名 

人間社会学部 

心理学科 

郵便局、群馬銀行、清水建設、住友化学、住友林業ホームサービス、加藤製作所、山形市農業協同組合、明治安田シス

テム・テクノロジー、NEC プロサポート、日本年金機構、千葉銀行、日本生命保険、明治安田生命保険、三越伊勢丹、ケ

ーズホールディングス、東京都知的障害者育成会、静岡県（教員）、神奈川県警察本部、千葉県警察本部 

人間社会学部 

福祉環境学科 

東京都港区、同愛会、草加福祉会、同胞援護会、長岡福祉協会、ワタミの介護、やまねメディカル、日本医療事務センタ

ー、東京都品川区、神奈川県相模原市、東京都社会福祉事業団、千葉県身体障害者福祉事業団、横浜YMCA、ベネッ

セスタイルケア、グローバルキッズ、こどもの森、至誠学舎立川、北里大学東病院、国立病院機構 高崎総合医療センタ

ー、森山リハビリテーション病院、三菱東京ＵＦＪ銀行、みずほフィナンシャルグループ、清水建設、クリヤマ、日立製作所

労働組合、静岡銀行、ニチイ学館、三井住友海上火災保険、日本生命保険、綜合警備保障、パンパシフィック横浜ベイ

ホテル東急、ツツミ、NEC モバイリング、神奈川県茅ケ崎市 

人間社会学部 

現代教養学科 

みずほフィナンシャルグループ、東京都民銀行、福井銀行、城北信用金庫、さわやか信用金庫、清水建設、五洋建設、

積水ハウス、日本ハウズイング、住友化学、住友電気工業、東ソー、ディスコ、東京エレクトロン、富士エレクトロニクス、兼

松、JFE商事、博報堂DYメディアパートナーズ、野村證券、横浜農業協同組合、共立メンテナンス、トゥモローランド、日

本年金機構、SMBC 日興証券、日本生命保険、住友生命保険、第一生命保険、三越伊勢丹、ユナイテッドアローズ、ワ

コール、サンエー・インターナショナル、ロートレ・アモン、ホテルオークラ東京ベイ、ホテル日航東京、パナソニックホー

ムエンジニアリング、栃木県（教員）、栃木県日光市 

人間社会学部 

初等教育学科 

公立小学校（東京都、神奈川県、神奈川県横浜市、神奈川県川崎市、千葉県、埼玉県、新潟県、静岡県）、公立幼稚園

（千葉県習志野市、静岡県賀茂郡東伊豆町）、帝京大学幼稚園、渋谷教育学園浦安幼稚園、武蔵野音楽大学附属幼稚

園、公立保育所（東京都世田谷区、東京都品川区、東京都江東区、東京都杉並区、神奈川県横浜市、神奈川県川崎市、

神奈川県平塚市、神奈川県茅ケ崎市、千葉県千葉市、千葉県松戸市、埼玉県川口市、埼玉県ふじみ野市、栃木県日光

市、新潟県新潟市） 

生活科学部 

生活環境学科 

ブリヂストン、信金中央金庫、郵便局、筑波銀行、東和銀行、ジェーシービー、旭化成ホームズ、茨城セキスイファミエス、

三協フロンテア、旭化成ホームズ、トヨタホーム東京、ミサワホーム東京、ミサワホームイング東京、積水ハウスリフォーム、

住友不動産リフォーム、大成建設ハウジング、スターツコーポレーション、栄研化学、アイビー化粧品、世田谷信用金庫、

積水ハウス、木下工務店、トランス・コスモス、エス・イー・シーエレベーター、清水建設、三井ホーム、タマホーム、ユニオ

ン、住友林業アーキテクノ、パナソニックホームエンジニアリング、クリナップ、オンワード樫山、トゥモローランド、ワコー

ル、サンエー・インターナショナル、ワールドストアパートナーズ、ソフトバンクグループ、静岡県富士宮市、埼玉県（教員） 

生活科学部生活科学科 

食物健康学専攻 

健康デザイン学科 

日清医療食品、ＬＥＯＣ、シダックス、富士産業、ＪＰホールディングス、日本レストランエンタプライズ、生活協同組合ちば

コープ、マルエツ、ＣＦＳコーポレーション、榮太樓總本鋪、全国銀行協会、三菱東京ＵＦＪ銀行、千葉興業銀行、住友化

学、三菱倉庫、日本ピュアフード、フードリンク、ロック･フィールド、ロイヤルホールディングス、千葉県千葉市（栄養士） 

生活科学部 

生活科学科 

管理栄養士専攻 

日清医療食品、エームサービス関東、グリーンハウス、メフォス、富士産業、CFS コーポレーション、セイジョー、カワチ薬

品、マツモトキヨシ、JP ホールディングス、ポピンズ、小学館集英社プロダクション、獨協医科大学病院、森永乳業、米

久、明治、キユーピー、日本製粉、トモヱ乳業、フジッコ、菓子・食品新素材技術センター、興和、関東日本フード、ロッ

ク･フィールド、資生堂販売、常陽銀行、日本ピュアフード、栄養士（神奈川県、埼玉県、千葉県市川市、千葉県柏市、群

馬県高崎市）、埼玉県吉川市 

短期大学部 

文化創造学科 

三越伊勢丹、みずほビジネスサービス、京王不動産、オンワード樫山、ワールドストアパートナーズ、日本ボールダンス

連盟、日進レンタカー、ライトオン、ドン・キホーテ 

 

■主な進学先 

学部名 進学先大学院等 

人間文化学部 昭和女子大学大学院、早稲田大学大学院、University of East Anglia 

人間社会学部 昭和女子大学大学院、上越教育大学大学院、日本女子大学大学院、国際医療福祉大学大学院 

生活科学部 昭和女子大学大学院、武蔵野美術大学大学院、福岡女子大学大学院 

短期大学部（編入学） 昭和女子大学、中央大学、法政大学、共立女子大学、清泉女子大学、恵泉女学園大学、実践女子大学、女子美術大学 
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■産業別就職状況 

 

  

学部

学科
日本語
日本文

英語
コミュニ

ケーション
歴史文化 計 心理 福祉社会 現代教養 初等教育 計 生活環境

生活科
［食専］

生活科
［管専］

健康
デザイン

計 合計

就職者数 90 170 79 339 43 79 104 103 329 140 40 76 5 261 929

農林水産業・鉱業
建設業

6.7% 2.9% 3.8% 4.1% 11.6% 3.8% 8.7% 1.0% 5.5% 24.3% 2.5% 0.0% 0.0% 13.4% 7.2%

不動産業 0.0% 6.5% 2.5% 3.8% 2.3% 0.0% 2.9% 0.0% 1.2% 3.6% 2.5% 0.0% 0.0% 2.3% 2.5%

製造業 5.6% 6.5% 8.9% 6.8% 7.0% 0.0% 9.6% 1.9% 4.6% 10.0% 10.0% 11.8% 0.0% 10.3% 7.0%

出版・印刷業 0.0% 0.6% 0.0% 0.3% 0.0% 0.0% 1.0% 0.0% 0.3% 2.1% 0.0% 0.0% 0.0% 1.1% 0.5%

卸売・小売業 23.3% 30.6% 31.6% 28.9% 14.0% 7.6% 33.7% 0.0% 14.3% 22.1% 60.0% 51.3% 40.0% 36.8% 25.9%

金融業 5.6% 11.8% 3.8% 8.3% 11.6% 7.6% 14.4% 1.0% 8.2% 5.0% 5.0% 1.3% 20.0% 4.2% 7.1%

運輸業 1.1% 4.1% 2.5% 2.9% 0.0% 0.0% 1.0% 0.0% 0.3% 0.7% 2.5% 0.0% 0.0% 0.8% 1.4%

電機・ガス 1.1% 0.0% 0.0% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

教育・学校支援 12.2% 2.4% 7.6% 6.2% 4.7% 3.8% 1.9% 61.2% 21.3% 2.9% 0.0% 3.9% 0.0% 2.7% 10.5%

医療・福祉 5.6% 1.8% 7.6% 4.1% 9.3% 60.8% 0.0% 34.0% 26.4% 2.1% 10.0% 15.8% 20.0% 7.7% 13.0%

調査研究・専門技術
サービス

1.1% 1.8% 1.3% 1.5% 9.3% 0.0% 1.0% 0.0% 1.5% 6.4% 2.5% 1.3% 0.0% 4.2% 2.3%

放送・広告 1.1% 0.6% 0.0% 0.6% 0.0% 0.0% 1.0% 0.0% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.3%

情報通信業 3.3% 2.9% 3.8% 3.2% 9.3% 1.3% 4.8% 0.0% 3.0% 6.4% 0.0% 1.3% 0.0% 3.8% 3.3%

サービス業 27.8% 25.3% 20.3% 24.8% 14.0% 11.4% 17.3% 1.0% 10.3% 12.9% 2.5% 1.3% 20.0% 8.0% 15.0%

公務 4.4% 0.0% 5.1% 2.4% 7.0% 3.8% 2.9% 0.0% 2.7% 0.7% 2.5% 11.8% 0.0% 4.2% 3.0%

その他 1.1% 2.4% 1.3% 1.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 0.8%

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

人間文化学部 人間社会学部 生活科学部
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Ⅲ 附属昭和中学校・高等学校 

 

1. 短中長期委員会 

「“昭和スタイル”で培うグローバルな総合力」を中期的目標とし、教育の質を高めることを目指した。 

2011年度は、現状と課題を3分野に整理してワーキンググループを設置。具体的解決策と実行案を作成した。 

■ワーキンググループと活動内容 

ワーキンググループ 活動内容 

グローバル化推進グループ 

1 ユネスコスクールへの参加 

「ASPnet Application Form」をユネスコスクール事務局へ提出 

東京都知事局への提出書類を作成 

2 選択制研修旅行（2014年度 4年生から実施を決定） 

中国・マレーシア・オーストラリア・関西・沖縄からいずれかを選択。 

前年に希望者を対象としたプレツアーを実施予定 

3 English Lunch 

The Boston Missionを控えた 2年生を対象に 4回実施（参加者は平均 6人） 

全人教育強化グループ 

1 中学道徳授業の研究 

学年到達目標と結びついた新しいカリキュラムの作成 

2 学寮研修の検討 

2012年度夏季寮プログラムを決定 

新学寮プログラムの作成・継続検討 

3 全人評価項目の見直し 

2012年度から新項目で評価を実施予定 

進路・学習強化グループ 

1 大学入試センター試験模擬受験（5年生対象） 

2 6年生向け特別プログラムを実施 

3 朋友学習会を実施 

4 一般受験クラスの設置検討、2012年度から設置することを決定 

5 自習室を設置（2012年度から活用） 

 

2. FD活動を推進 

A 校内研修会 

校内教職員研修会において、外部講師による講演会を実施した。 

講演テーマ：学習意欲を高めるアクティブラーニング 

講師：河合文化教育研究所 成田秀夫研究員 
実施日：8月 30日 

 

B 研究授業 

研修会の内容を踏まえて、全教員（非常勤講師：任意）が 1月までに研究授業を実施し、各教科会で研究協

議を行った。 

 

C 授業・教育方法の徹底 

教務部で本校独自の「教員心得」を作成し、年度始めに非常勤講師と新任教員を集めて注意事項を確認した。 

 

3. 学習・進路指導の充実 

A 進学指導冊子「テレスコープ」作成 
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生徒が自ら将来を考え主体的に学習するよう、進学指導冊子「テレスコープ」を配布して学習指導や進路指

導に活用した。 

 

B 外部講師による授業 

予備校講師による発展的内容の講座を開講して希望生徒に提供した。 

講座 受講者数 

Ⅰ期（6年生対象） 英語 26人、国語 27人、生物 10人、日本史 26人＋5年 3人 

Ⅱ期（5年生対象） 英語 74人、数学 47人＋6年 5人、国語 41人、化学 33人＋6年 1人 

 

C 特別授業の実施 

夏季休暇中に中学（数学）、高校（数学・生物・漢文）、中高共通（英検）の特別授業を実施した。6年生に

は放課後を活用した英語の補充授業、クラブ活動の時間帯に小論文の個別指導を実施した。 

 

4. 海外研修プログラム 

A ボストン研修 

2011年度 The Boston Mission 

グループ名 研修期間 参加生徒数 引率教員数 

第 1グループ 2012年 3月 6日→17日 2年生 118人 7人 

第 2グループ 2012年 3月 18日→29日 2年生 119人 7人 

 

B 英国短期留学 

英国短期留学（希望者）の参加人数は以下の通りである。 

研修期間 参加生徒数 研修先 

3月 8日→3月 30日 39人 イギリス・フランス 

 

5. 保護者との連携 

SPC（Showa Parents Club）活動として、保護者見学会を以下の学校行事で実施した。（7回） 

実施日 内容 対象 参加数 

10月 5日 学寮体験（1年生）・東明学林 1年生 36家庭 

5月 20日 授業参観 全校 467家庭 

5月 25日 コーラス 全校 19家庭 

6月 16日 クラブ見学会 全校 199家庭 

10月 12日 学寮体験（2年生）・望秀海浜学寮 2年生 28家庭 

11月 2日 授業参観 全校 223家庭 

12月 12日 クッキング 全校 22家庭 
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6. 「東日本大震災」募金 

生徒・保護者による募金 500,000 円を一般財団法人東京私立中学高等学校協会に、417,175 円を日本赤十字

社東北関東大震災義援金へ送金した。 

 

7. 進学状況 

A 2011年度卒業生の進路は、以下の通りである。 

内容 人数 

大学 

学内進学者 73人 

学内進学者（五修生） 21人 

学外進学者 112人 

短大 

学内進学者 6人 

学内進学者（五修生） 0人 

学外進学者 1人 

専門学校進学者 4人 

浪人等 9人 

合計 226人 

 

B 他大学合格実績は以下の通りである。 

国公立大 早慶上理 医科大 GMARCH その他大学 

8人 9人 2人 32人 152人 

合格者数は延べ人数 
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Ⅳ 附属昭和小学校 

 

1. 震災後の対応 

A 児童会、父母会、教職員による東日本大震災の被災地へ義援金を、日本赤十字を介して送付した。 

B 地震などの災害対応の充実を図った。 

全児童が入学と同時に購入しているスリーピングバッグを 1年生が購入した。 

全児童および教職員の 3日間分の食糧、水、個別使用の簡易トイレを備蓄した。 

児童が個人で対応するためのマニュアルカード「もしものときは」を作成して携帯を義務づけた。またカ

ードに対応する家庭向けの震災時対応マニュアルも配布した。 

宿泊行事の実施場所と時期を変更し、より安全な宿泊行事を実施した。 

 

2. 教育の資質向上 

A 各教科 6年間の学習内容をまとめた冊子『初等部の教科学習』を『教科のめあて』に改定し、1年生保護

者に配付した。他学年には、改訂部分を印刷して配付した。 

B 研究会・研修会への参加を教師に奨励し、FD活動を推進した。 

1 初等部内での授業研究会･･･5回 

2 初任者研修会･･･10回 

3 全体研修会･･･6回 

4 日本私立小学校連合会夏季研修への参加 

5 東京私立初等学校協会の研修会への参加 

6 各種学外研修会への多数の教員の参加 

C 4月 28日に「第 2回学校の創立を祝う会」を実施。全児童が同窓会「桜友会」副会長の講話を聴く機会

を設けた。 

D 各種大会等への参加 

1 第 27回東京都私立小学校児童作品展「ほらできたよ」への出品 

2 第 1回世田谷子ども駅伝大会への参加 

3 第 3回東京私立小学校駅伝大会への参加 

4 第 25回東初協音楽祭「さあ、はじめよう」への参加 

E 初等部主催文化行事の開催 

1 映画『おまえ、うまそうだな』 

2 松田昌ピアニカバンドコンサート 

3 お豆腐狂言観賞会 

F 教育実習の実施 

教育実習：昭和女子大学初等教育科 学生 6名 

給食実習：昭和女子大学生活科学科 学生 4名 

 

 

3. 設備および備品の充実 

A システムの高機能化 

校長室、特別教室、エントランスホール等にテレビモニターを設置した。 

コンピュータ室内の児童用、教師用、モニター用のパソコンを入れ替えて動作環境を高めた。 

 

4. 入試制度の改革 

前年度に導入した本校専願または第 1希望を対象とした自己推薦入学試験制度を継続実施した。 
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5. 他部署・施設と連携したプログラム 

A 大井町役場と連携し、東明学林の施設を利用しながら 4・5年生全児童が日帰りで田植えを行い、秋に希

望する保護者と児童が稲刈りを行った。 

B 大学初等教育学科学生が初等部の授業を見学する「エントリーシート」システムを実施した。 

C 初等部の教員が大学初等教育学科で特別講義を行った。 

D ブリティッシュ・スクールの児童・生徒との共同学習や授業相互見学、スポーツ交流、相互の自宅を訪問

して週末を過ごすホームステイを実施した。 

E 英語教育に関して、大学院言語コミュニケーション専攻の院生が授業見学や本校主催の研究会に参加した。 

 

6. 海外研修 

予定していた「第 10回ボストン・フレンドシップ・ツアー」は震災後の影響で参加希望者が少なかったため

実施しなかった。 

 

7. 「子育てフォーラム」の実施 

募集活動を兼ねた公開フォーラム「子育てフォーラム」を 3回実施した。 

第 1回 

11月 23日(祝) 
講演：川平朝清・ワンダリー夫妻 

第 2回 

1月 22日(日) 
講演：今井仁氏、報告：奈木野教頭 

第 3回 

 3月 18日(日) 

講演：西本鶏介氏 

鼎談：西本鶏介氏・北野純子講師・荻野玲子講師 
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Ⅴ 附属昭和幼稚園 

 

1. 創立 60周年記念事業 

幼稚部創立 60周年記念として以下の事業を実施した。 

A 「60さいのたんじょうび」式典･･･11月 18日（金曜日） 

B 記念誌『幼稚部の 60年誌』発行･･･1,000部 

C 記念品「オリジナルぞうさん刺繍タオル」作成･･･300枚 

D 応接セット入れ替え 

 

2. 観劇プロジェクト事業（劇団プークの人形公演） 

幼稚部ホールで 2月 8日に「だるまちゃんとてんぐちゃん」「いっぽんばしわたる」の 2作品を上演した。 

参加した園児・保護者は、劇団員の迫力ある演技に引き込まれた。 

 

3. 幼小連携 

A 初等部教員朝礼に幼稚部教師 1名が参加し、同時連絡可能な場を実現した。 

B 幼小合同「昭和っ子の運動会」で、年長児と 5年生のペア競技をプログラムに組んで練習した。運動会

は、悪天候で実施できなかった。 

C 年長組親子を中心に初等部の文化行事、映画『おまえうまそうだな』、「狂言鑑賞会」に参加した。 

D 公開フォーラム「子育てフォーラム」に在園児保護者が参加した。 

E 図工・理科・英語の専科指導を初等部に依頼し、年長組を中心に実施した。 

F 附属校合同研修会に参加した。 

 

4. 園外保育・宿泊保育の実施場所を変更 

東日本大震災後の放射能漏れの影響を受け、園児の安全を考慮して春の園外保育、宿泊研修の行き先を東明

学林から変更した。春の園外保育は、親子参加のため近隣の都立「砧公園」に現地集合・現地解散とした。

秋の園外保育は、現地の芋の検査で放射能不検出の安全確認がとれたため、東明学林で実施した。 

宿泊保育の実施場所は園舎に変更。希望者のみの参加としたが、年長園児全員が参加となり、7月 8日から 9

日に実施した。 

 

5. 「東日本大震災」募金 

園児保護者による募金 146,000円を東京都私立幼稚園連合会へ送金した。 

 

6. 健康診断の追加検査 

これまでの内科・歯科検診に加え、6月に検尿・ぎょう虫検査を行った。 

 

7. FD活動の推進 

以下の教職員研修会に参加した。また、各種団体開催の夏期教員研修会には個別に参加した（計 24研修会）。 

主催者 内容 

（社）東京都私立幼稚園教育研修会・東京都私学財団 

7月 25・26日：教育研究大会（全日私幼連東京地区教研大会共催） 

8月 22日～24日：新規採用教員宿泊研修会 

11月 8日：参加型公開保育（杉並区中瀬幼稚園） 

ほか 13研修 

世田谷区私立幼稚園協会 

5月 18日：希望と期待をもって明日にのぞむ－先輩教諭が経験か

ら得たこと、伝えたいこと－」 

2月 15日：講演「協同性を育む」世田谷区私立幼稚園協会研究発

表大会 
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8. 第 1回「園長を囲む会」を実施 

2月 25日に、年中児保護者と園長・副園長を囲む自由討論形式の懇談会を開催した。約 2時間・約 6割の出

席者があり、率直な意見交換の場となった。 

 

9. 在園児保護者への預かり保育希望調査 

現在検討している預かり保育について、希望者の有無を調査して希望者への説明会を 2月 22日に開催した。 
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Ⅵ オープンカレッジ 

 

1. 講座開設状況 

2011年度の開設講座数と延べ受講者数は以下の通りである。 

開設講座数 784講座 

延べ受講者数 4,885人 

 

2. 大学との連携 

2011年度の特別奨学金（キャリアアップ奨励金）対象講座と受講大学生数は次の通りである。 

講座名 受講者数 
奨学金受給者数 

（試験合格者） 

ITパスポート対策講座 8人 3人 

総合旅行業務取扱管理者対策講座 8人 4人 

国内旅行業務取扱管理者対策講座 14人 10人 

秘書技能検定２級対策講座（前期） 60人 41人 

秘書技能検定２級対策講座（後期） 20人 15人 

秘書技能検定準 1級対策講座 21人 15人 

A・F・T色彩能力検定 3・2級対策講座 11人 3人 

公務員試験対策講座 49人 4人 

日商簿記 3・2級対策講座 16人 0人 

医療事務検定対策講座 29人 28人 

販売士検定 2級養成対策講座 11人 3人 

3級 FP技能士受験対策講座 10人 6人 

合計 257人 132人 
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Ⅶ 人見記念講堂 

 

2011年度に大学の授業として実施した講演・コンサートは以下の通りである。 

A 文化研究講座（全 17講座） 

日付 公演者 

4月 26日 平松混声合唱団 

5月 16日 リチャード･クレイダーマン withストリングス・トリオ 

5月 20日 シエナ・ウインド・オーケストラ 

5月 26日 歌舞伎フォーラム公演「蓮獅子」 

6月 16日 落語「 三遊亭小遊三 ／ 春風亭昇太 落語会」 

6月 21日 東京バレエ団「白鳥の湖」（全４幕） 

6月 22日 ドレスデン･フィルハーモニー管弦楽団 

7月 7日 デューク･エリントン・オーケストラ 

10月 13日 イ・ムジチ合奏団 

11月 7日 ヘンデル・フェスティバル・ジャパン／ヘンデル：オラトリオ「メサイア」 

11月 15日 フランツ・リスト室内管弦楽団 

11月 16日 チェロ＆ピアノ  デュオコンサート 

11月 22日 オペラ「ドン・ジョバンニ」 

12月 1日 フィルハーモニック・ヴィルトゥオーゾ・ベルリン 

12月 5日 ニューヨーク・ハーレム・シンガーズ 

12月 14日 映画「レオニー」 

12月 19日 スウィングル・シンガーズ 

 

B 女性教養講座（全 14講座） 

日付 演題 講師 

5月 18日 日独交流 150周年：その軌跡と展望 
駐日ドイツ連邦共和国大使 

フォルカー・シュタンツェル 氏 

5月 25日 グローバル企業のトップが語る【仕事と子育て】 
Ｐ＆Ｇジャパン代表取締役社長 

桐山一憲 氏 

6月 15日 ノーマライゼーション －共生社会を目指して－ 
埼玉県長瀞町立長瀞中学校教諭 

新井淑則 氏 

6月 18日 宇宙家族のきずな 
宇宙飛行士 

山崎 大地・直子 夫妻 

6月 29日 グローバルに通用する人材とは 
政策研究大学院大学政策研究科教授・ 

前日本学術会議会長    黒川 清 氏 

7月 13日 
生物統計学の世界への招待 

－A stylist inspired by fabulous music－ 

医学統計学研究センター長・本学客員教授

（医学博士）      丹後俊郎 氏 
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日付 演題 講師 

7月 20日 苦しみの意味について 
学校法人ノートルダム清心学園理事長 

渡辺和子 氏 

10月 12日 教育は誰のためのものか 
神戸女学院大学名誉教授・大阪市特別顧問 

内田 樹 氏 

10月 19日 真の教育とは何か 
読売新聞特別編集委員 

橋本五郎 氏 

10月 26日 拍手という花束のために 
キャラメルボックス製作総指揮 

加藤昌史 氏 

11月 2日 

人類社会全体の大変革期、今、起きていることは何

か？  

－デジタルコミュニケーションで、思いのままの人生

を送る術－ 

デジタルハリウッド大学 学長 

杉山知之 氏 

11月 9日 医学と文学の境界線 
作家・医師（医学博士） 

海堂 尊 氏 

11月 30日 「饅頭屋繁盛記」塩瀬 660年のあゆみ 
塩瀬総本家 社長 

川島一世 氏 

12月 21日 書くことは考えること 
歌人 

枡野浩一 氏 
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Ⅷ 光葉博物館 

 

1. 展覧会 

2011年度に実施した展覧会は以下の通りである。 

日程 内容 

4月 3日→4月 20日 光葉博物館収蔵 授業資料展 2011 ～宮廷装束を中心として～ 

5月 16日→6月 18日 ［春の特別展］ 町奉行与力の風流な生活 ―橘千蔭の場合― 

7月 4日→8月 21日（22日間） ［収蔵資料展］ 沖縄の民具 

10月 24日→11月 26日 ［秋の特別展］ くらしを映すBELL part.2 ベルと人間のかかわり  

12月 9日→12月 12日 第 5回 昭和女子大学絵画・写真展 

1月 10日→2月 10日 新春収蔵資料展 

2月 25日→3月 16日 卒業制作展 2011 

 

2. 刊行物 

2011年度に発行した刊行物は以下の通りである。 

A 光葉博物館報No.15 

B 春の特別展「町奉行与力の風流な生活 ―橘千蔭の場合―」展覧会図録 

C 秋の特別展「くらしを映す BELL Part.2 ベルと人間のかかわり」展覧会図録 

D センチュリー文化財団寄贈コレクション目録 
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Ⅸ 昭和ボストン 

 

1. 施設の活用状況 

2011年度に提供した他大学・社会人研修プログラムは以下の通りである。（全 10プログラム） 

 プログラム名 対象 期間 人数 

1 JTBボストン満喫熟年留学 一般社会人 6月 26日→7月 8日 9人 

2 同志社小学校  同志社小学校 6月 10日→6月 13日 88人 

3 帝塚山小学校 帝塚山小学校 7月 22日→7月 27日 26人 

4 Boston Summer Session 立命館大学 8月 15日→9月 11日 47人 

5 Boston Summer Session 大学コンソーシアム京都 8月 15日→9月 12日 6人 

6 Boston Summer Session 札幌国際大学 8月 15日→9月 12日 2人 

7 成人式ツアー ボストン滞在学生家族 1月 5日→1月 8日 22人 

8 立命館CELOP 立命館大学 2月 11日→3月 11日 46人 

9 アメリカ栄養士研修 京都光華女子大学 2月 16日→3月 1日 5人 

10 神戸薬科大学 神戸薬科大学 3月 6日→3月 17日 14人 
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Ⅹ その他の関連事業 

 

特定非営利活動法人NPO昭和 

1. 「子育てステーション世田谷」の運営と地域貢献活動 

世田谷区の委託を受けて子育てステーションを運営し、積極的に自主事業を実施した。 

子育てステーション世田谷（昭和女子大学オープンカレッジ内） 

施設名 状況 

子育てひろば 

区内の子育て家族の集いのひろば 

年間延べ 12,370組・25,658人（1日平均 34組・72人）が来室した。 

NPO職員が 1,065件の子育て相談に対応した。 

お誕生会・各種子育て支援イベントを毎月企画し実施した。 

ほっとステイ 
区内在住の就学前の子どもの一時預かり施設 

年間延べ 3,202人（1日平均 9人）を保育した。 

発達相談 
発達障害相談 

昭和女子大学生活心理研究所が年間 68件の発達障害相談に応じた。 

昭和ナースリー 
認証保育所・認定こども園（0歳児から就学前） 

2012年 3月初日の在籍児童数は 69人（定員 66人） 

 

2. 「世田谷区立男女共同参画センターらぷらす」の運営と地域貢献活動 

A 「わくわくワークフェスタ」の開催 

世田谷区内の女性起業家の出展による「起業ミニメッセ」と講演会・親子向けイベントを企画・運営した。 

日時 11月 26・27日 

場所 キャロットタワー 4・5階 生活工房 

起業ミニメッセ出展事業者数 55団体 

来場者数（2日間） 延べ 2,175人 

その他実施イベント 
講演会：佐藤洋子氏（26日）・横田響子氏（27日） 

人形劇・遊びのおもちゃ箱（パフォーマンス） 

 

B 講座の企画・運営 

2011年度は、下記のテーマで講座を企画・実施した。 

テーマ 講座数 受講者数（延べ数） 

男女の人権尊重 6 1,574人 

あらゆる分野への男女共同参画の促進 6 199人 

少子高齢化社会の男女の自立を促進 13 321人 

男女がいきいきと働くことができる環境の整備 5 537人 

 

C 蔵書の充実と利用の促進 

昭和女子大学の教授や図書館司書と選書会議を開催し、施設の蔵書を充実させて利用を促進した。 

  


